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このコーナーは、インターネットピープルの皆さんが作るページです。話題のインターネットピープル、ネットワークのこぼ

れ話、読者のサーフィン情報など、読者のみなさんの投稿と編集部が日頃の取材で集めたネタから旬の話題を

提供します。たくさんの人の参加をお願いします。 Let’s Access！！

編　集　部

1月28日の日曜日、子供と主人と3人

で大阪国際女子マラソンのテレビ放送を

見ていたときのことです。番組中、「この

模様はインターネットでもご覧になれます」

とテロップが流れ、主人は中継を見よう

とマックの前で四苦八苦し始めました。

子供をほったらかしにして、熱中する主

人。サーバーが混んでいてまったくつなが

らないとか言ってます。しばらくして「映

った！」と喜んでいるので見ると、ちっち

ゃな画面がカクカク動いているだけ。思わ

ず、私はどなってしまいました。「テレビ

でやっているのにそんなの何がおもしろい

の？電話代まで使って！」近頃は主人の

インターネット遊びを黙認している私です

が、子供の世話を怠って無駄なことをす

るので腹が立ちました。こんなおろかな主

人に何か言ってやってください。

（藤本紀子さん）

Shout ing ! 今月の高座

テレビで見られるものをなぜわざわざイン

ターネットで見る必要があるのか。お話は

ごもっともですが、ご主人の気持ちもよくわ

かります。その日は編集部もインターネット

の映りそうで映らない画面に一喜一憂し、

テレビでランナーの名前を確認してはまた

パソコンのモニターを見ていました。こんな

経験もインターネットピープルならではで、

今しかできないことでしょう。お子さんもけ

っこう喜んでたりして。ねえ、ご主人…。

たしかに、あの画質、音質ではテレビには

到底かないませんよ。しかし、最初のテレビ放

送で「イ」の文字（でしたっけ？）が表示さ

れたときも、同じだったのでしょう。その彼女

も、先日「Media Gate Telefin」というサービ

スで、クリントン大統領夫人証人喚問のニュ

ースを見たときは、感心していました。こっち

のほうが、画質、映像ともに良好だったんで

す。これからは、マスメディアの形が変わって

くるんでしょうね。 （藤本幸生さん）
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We Love Internet-People

●工業高校の教員です。今春卒業生を送りだ

しほっとしていますが、やはり別れは寂しいも

のです。ロボットの制作では生徒とともに徹夜

し同じ釜の飯を食い、苦楽をともにした仲間

でもあります。私のパートナーであり愛弟子た

ちです。卒業に当たり、私の電子メールアド

レスの入った名刺を全員に渡しました。それ

ぞれの就職先より必ず近況を報告するように

と、そしてメールでこれからも連絡を取ってい

くようにと話をしました。卒業生からのメール

がいつ来るか待ち遠しく思える今日この頃で

す。 （長崎県立鹿町工業高等学校　

電子工学科教諭　大串春夫）

●昨日山梨県で地震がありましたが、ふと思

って山梨のプロバイダーのホームページ（山梨

インターネット）をのぞきに行ったら、地震の

情報が載っていました。なかなか早いプロバイ

ダーの対応に驚きました。 （牛腸吉紀）

●4月号の小冊子『目で見る世界のインター

ネット』はもっと早く付録にしてほしかった。

というのも、私の会社で論文作成とその発表

を行う機会があったのですが、わたしはインタ

ーネットおよびWWWを主題にしたのです。そ

のとき、付録に書かれていたような数値を使え

れば、もっと説得力のあるものができたのでは

ないかと思ったわけです。また、もう少し早け

れば、大学生の卒論などにも有効だったと思う

のです。編集者の方々も大変でしょうが、タ

イムリーな情報をどんどん提供してください。

（加藤健二）

●昨年、ちょっとした事故で救急車に乗せら

れて病院へ運ばれました。今年に入って、ひ

ょんなことからそのときの担当医とインターネッ

トでメール交換を始めたのですが、忙しくてな

かなか病院へ行けない私には、メールで回復

状況を伝えたり、リハビリのアドバイスをして

もらえて大変便利です。 （吉川万里子）

●ニフティサーブのIDで、InfoWebに接続でき

るサービスをテスト的に使っているのですが、

どうもつながりにくくて困っています。接続先

に地元のアクセスポイント（フェニックス回線）

を選んで、フェニックスにはすぐにつながるの

ですが、そこから先のInfoWebにつなげようと

すると「ホストビジー」で断られてしまうので

す。電話回線の話中でつながらないのであれ

ばまだ救いがあるのですが、いったんフェニッ

クスにつながってしまうとNTTへ10円30銭を

「寄付」しなければいけないのは、悲しいものが

あります。現在はIBMのインターネット接続サ

ービスを使っているのですが、アクセスポイント

が市外にしかないので、InfoWebに乗り換え

ようかと思っていたのです。しかし、こうつな

がりにくいのであれば、乗り換えはできないと

考えています。（北野明）
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Chat t ing !
声を聞かせて

1000ip

インターネットを使っている人に対して声を

大にして言いたいこと、またはインターネッ

トを使っていて頭にきたことや納得がいか

ないことはありませんか。たとえば、

「なぜ、うちの町にはアクセスポイントがな

いんだろう」

「なぜ、接続回線速度を非公開にするプロ

バイダーがいるんだろう」

「うちの会社は一部の人間にしかメールア

ドレスをくれない。変じゃないか」

「うちの学校もインターネットに接続して

ほしい」

そんなあなたの体験にもとづいたShouting、

心の叫びをWe Love Internet Peopleのコ

ーナーに送ってください。とくにプロバイ

ダー、学校、編集部、会社の上司、パソ

コンメーカー、家族など、気持ちを伝えた

い相手を具体的に示してください。こちら

から投稿内容をその相手に送り、答えを

もらって掲載します。

・あなたのインターネット体験記

・お気に入りのWWW情報

・メーリングリストの会員募集

・面白いドメイン

・謎のサービス

・インターネットで買った変なもの

・インターネットビジネスのアイデア

インターネットに関することなら何でも

いいので送ってください。インターネッ

トポイント（P324）発行しています。

投 稿 大 募 集

Shout ing ! Chat t ing ! NetSur f ing !
et c .

宛先アドレスは ip-box@impress.co.jp
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今年3月に、「サイバーラフォーレ」という新

しいインターネットショップがオープンした。

インターネットのショップというと限定された

ジャンルというイメージがあるが、これは原宿

にある若い女性向けのファッションビル「ラ

フォーレ原宿」のデジタル版だ。有名ブラン

ドがそろったオンラインショップは、国内では

大変珍しい。このホームページを企画段階か

らほとんど1人で作り上げたのが、こばやし

ユカさん、28歳だ。こばやしさんは、西武百

貨店や資生堂の広告のコピーを書き、エッ

セイ集も出版している。サイバーラフォー

レはどんな経過をたどってできあがったのか、

お話をうかがった。

Q：サイバーラフォーレはどんなふうにして

スタートしたんですか。

こばやし：もっと早く立ち上がるはずだっ

たんですけど、ラフォーレの人たちも初めて

なのでいろいろ手間取って、3月にようやく

スタートしました。とりあえずテストランで

という感じで、30店舗の予定だったんです

が、今のところ22～23店舗です。ラフォー

レ原宿のオーナーの森ビルが進めている「サ

イバー66」という六本木の再開発とインタ

ーネットをからめたプロジェクトがあるんで

すが、その中に「デジタル原宿」という原宿

をデジタル化する、伊藤穣一さんなんかが

絡んでいるプロジェクトがあります。その1

つがサイバーラフォーレです。

Q：オンラインショップというだけじゃなく

て、オンイラインマガジンとか情報発信の

部分もありますね。

こばやし：最初はショッピング目的にスタ

ートしたんですけど、デジキャッシュの導入

が遅れて本格的なオンラインショッピングに

なっていないので、編集記事にも重点を置

くように変わってきています。出店している

ラフォーレのショップの人たちもどんどん夢

が広がっちゃって、原宿駅前にチューリップ

を置いた話を載せてくれと言われたりして、

タウン誌みたいな感じになりそうです。

Q：ラフォーレ原宿のショップのほうは、イ

ンターネットについてはあまり知らなかった

と思うんですが、ページを作るのにはどんな

苦労がありましたか。

こばやし：お店の人が持ってくる写真は日

付けが入ってたり、Tシャツを手でつかん

で撮っていて切り抜けないとか、モデルさ

んが写っているショーの写真だったりして

使えないとか、そういうところから大変で

した。HTMLには限界があることを知らな

いから、インターネットは何でもできるっ

てイメージがあるようで、ここをこう動か

してここで商品がこれに変わってとゲーム

を作るような壮大なことを言われたりしま

す（笑）。それから、ショップもアイテム

も多いので、最後は力作業で大変でした。

Q：ショッピングモールの入り口はブランド

のロゴを集めたクリッカブルマップになってい

ますし、それぞれのショップのフォーマットも

共通になっていて、凝った作りですよね。

こばやし：ええ、でも苦労したんですよ。

子供向けのブランドから30代の大人向け

のブランドまで幅があるので、統一感を出

すのが難しいんです。あまりポップにして

も、うちのブランドはもっと大人っぽいか

らと言われるし、逆に中学生向けのショッ

プからはもっとポップにしてくれと言われ

たり。全体の統一のためにバックにロゴを

敷いたんですけど、1店だけうちはどうし

てもペイズリーにしたいとか、ショップご

との要求が出てきちゃうんです。アパレル

関係の方はけっこうインターネットに興味

があるみたいですね。

Q：ラフォーレ原宿はインターネットワール

ドエキスポのパブリックアクセスポイントに

なっていますね。

こばやし：2階と5階にパソコンが置かれた

のかな。これでショップの人にもページを

見てもらえるようになったので、これから

かなという感じです。5階は女子高生をタ

ーゲットにしたインターネットカフェーみ

ラフォーレ原宿をデジタル化する
クリエイティブディレクターの こばやしユカさん

あの人に会いたい！

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



たいになっていて、「おやじ禁止マーク」

とか作って貼っちゃってて。おやじが名刺

交換しているシルエットに「No Oyaji

Thank You」と書いてあったんだけど、こ

れはラフォーレから苦情が出てはずしたみ

たいです。今、高校生をターゲットにして

いるところが多いですね。高校生向けのイ

ンターネット雑誌が出るという話もあるし、

インターネットで高校生からスターを出そ

うという動きもあるし。でも、それもおや

じの発想から出てきてますから、本当に高

校生がふりむいてくれるのかしら。

Q：元々広告のコピーを書いていたのが、イ

ンターネットに関わるようになったのはどう

いうきっかけからですか。

こばやし：コピーも書いていましたけど、

クリエイティブディレクターとして渋谷ロ

フトのオープンや『Hanako』の創刊をや

ってきたんです。エッセイを書いてマガジ

ンハウスや扶桑社から単行本を出したりし

て、その出版活動の流れでパイオニアの

CD-ROMとかレーザーアクティブの仕事を

するようになって、横尾忠則さんのCD-

ROMを作ったりしました。インターネット

との出会いは、そのちょっと後くらいだと思

います。その頃から、女の子もののデジタ

ル商品をすごくやりたかったんです。女の

子向けのCD-ROMといっても、実際は男

の人が作ったもので、猫とかペンギン見せ

ておけば女の子向けみたいな固定観念があ

る。周りでもパソコンを買う女の人が増え

ているし、男の人はビジネスに使うという

のがあるけど、女の人は自分自身のために

買う人が多いでしょう。女性ユーザーが増

えたらインターネットも変わるんじゃないか

と思うんです。とりあえず、ショッピング関

係だと、ただ面白いというだけじゃなくて、

実用性もあって形になりやすい。今までも

遊びで個人のホームページを作ったりして

ましたけど、今回のように全部任されてや

るのは初めてです。

Q：HTMLを書いたり、スキャナーで画像

を読み込んでフォトショップで処理したりも

しているんですね。

こばやし：コンピュータは正式に基礎から

勉強したわけじゃないので、思わぬ初歩的

なことを知らなかったりするんです。こう

いうものが作りたいとか、こういうページ

が作りたいというのから始まって、そのた

めに本を読んだり人に教わったりしました。

言葉でこういう感じの画があるとかわいい

とか言ってもなかなか伝わらないし、人に

頼むのも難しい。それで、やっぱり自分で

できるといいなあと思って。でも、試行錯

誤ばっかりで大変です。とくに、HTMLは

ボタンを使わないとフォントが使えない。

こういう感じの色でこういうふうにと思っ

ても、見る人のブラウザーの設定で字の大

きさとか全然変わっちゃう。色なんかもネ

ムために作っても、バチバチの色になっち

ゃってたりしますよね。

Q：これからサイバーラフォーレはどんなふ

うに進めていく計画ですか。

こばやし：今年中にはデジキャッシュでショ

ッピングができるようになるといいですね。月

1回はアイテムをリニューアルして、年2回は

ページ全体のイメージを全部入れ替える予

定なので、けっこう大変です。それから、サ

イバーラフォーレとは別に、『P-STYLE』と

いうブランド物中心の通販雑誌のホームペ

ージを立ち上げる予定があります。あと、恵

比寿と代官山の間くらいのところに、友だ

ちと「ゲスト」というお店を出したんです。1

階がカフェーで2階がギャラリー。パソコン

が置いてあって、犬もいてペット同伴でも行

けるお店です。手作りで壁を塗ったり、排

水工事までしたりして大変でした。つぶれ

た屋台村から安く厨房器具を買ったりした

んだけど、けっこうお金もかかりました。

Q：そのお店もホームページを開く予定があ

るんですか。

こばやし：そうですね。デジタルだけで完結

するんじゃなくて、ホームページがあって、実

際のスペースがあって、そこでフリーペーパ

ーも発行してたりとか、リアルな部分とバー

チャルな部分の両方があるものがいいです

ね。デジタルをやっているとアナログがすご

くかっこよく見えてくるんです。手書きの線

がかっこいいとか、ネットでアクセスするだ

けじゃなくて実際に足を運ぶとか、アナログ

もデジタルも含めた総合的なものが増えて

いくといい。最近本とかすごいと思うんです。

単に紙が好きというのもありますけど、触感

を使ったり、携帯できたり、目で見るだけ

でどこまで読んだかわかったり、本のほうが

ずっとマルチメディアじゃないかという気分

ですね。デジタルをやればやるほど、紙メデ

ィアの良さを感じている人って多いみたい

ですよ。 （取材・文＝鈴木康之）
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サイバーラフォーレ
j http://www.cyber66.or.jp/DH/

laforet/index.html

We Love Internet-People
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でき、オプションで自分の関連情報も登録す

ることができます。名前による検索のほか、自

主的な登録情報を用いたさまざまな条件の検

索ができます。なお、スタートしたばかりでか

なり混雑している可能性がありますのでご注意

を。 （Makoto MORIKAWA）

ポケットティッシュ資料館

j http://www.beingnet.or.jp:80/pub/

tos/pocket.html

町でよくもらうポケットティッシュですが、

何と370種類以上も集めているようで、全部

は掲載してませんが、個人のホームページなら

ではの面白い情報です。コメントの付け方も

独特なので、一度のぞいてみたらいいと思い

ます。 （araki yutaka）

「ポケットティッシュ資料館」の作者のペー

ジを見ていたら「君が代を歌おう」ページを

発見。いっつシュールっ！

j http://www.beingnet.or.jp:80/pub/

tos/kimi.html
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NetSur f ing !
もうすぐ待ちに待ったゴールデンウィークが始まります。

出かける前にインターネットで行き先の情報を検索してみてはどうですか？

▲安藤茂夫さんの育毛チャレンジ報告

あきらめる前にここを見よう

j http://www.asahi-net.or.jp/

̃hw8s-andu/

最近、とみに髪が薄い人が増えてきた世の

中ですが（私のいるソフト業界は特に多い気

がします）、そんな人を勇気づけてくれるうれ

しいホームページです。かなり髪の薄くなった

Authorが自力で育毛を行い、その過程で得た

ノウハウが満載です。さらに最近では毛髪診

断士のページへのリンクも貼ってあります。か

くいう私も若干ですが髪が薄くなってきたの

で、このページを定期的に見て日々の参考に

しています。 （匿名希望）

自薦「パチスロ倶楽部」

j http://www.bekkoame.or.jp/

̃k_nagao/

まだまだ少ないパチスロホームページを開局

しました。できたばっかりなので情報は少ない

ですが、毎日更新しています。現在は、業界

最新情報、パチスロ用語辞典、画像で見るパ

チスロカタログをやってます。今後はパチスロ

探偵団なんてのを始めようかと思っています。

これは全国のパチスロファンを集め，全国規

模で情報をやり取りしようとするものです。一

度遊びに来てください。 （K_nagao）

ディレクトリーサーバーに自動登録

j http://www.qwiklaunch.com/

ここはあなたの作ったホームページを主なデ

ィレクトリーサービスに自動的に無料で登録

してくれるページです。あなたの氏名、連絡

先、ホームページのURL、そのページのコメン

トなどを入力すると、Yahoo、Lyco s、

Altavistaなどの有名な15のサービスに自動的

に登録してくれます。本格的に自分のページ

を宣伝したいという人のために有料サービスも

用意されています。 （Taiga Aoki）

インターネット上でポケベル？！

jwww.att.com/truechoice/virtual/

virtsam.html

このサイトは、米国AT&T社が製作したイ

ンターネットポケベルです。とは言ってもただ

の掲示板と言ったらそれまでですけど、3月初

旬現在、まだほんの少ししか登録者がいませ

ん。E-mailアドレスやホームページのURL紹介

には向いているのではないでしょうか。私は、

E-MailとURLを紹介してきました。

今日は何の日？

j http://cecgw.cec.co.jp/cgi-bin/

hasegawa/today.sh/

今日は何の日かを教えてくれます。単に歴

史のお話ではなくて、雑誌類の発売日とか、

何たら週間だとか、有名人の誕生日とかも教

えてくれますので、毎日楽しめます。

（小林孝次）

一般常識漢字トライアル

j http://www.commerce.or.jp/

omikuji/khello.html

日本語は得意な人もそうでない人も「漢字」

にチャレンジしてみましょう。毎回、異なった

問題が出ますので何度でも腕試しができます。

おっと、辞書を使っているあなた、ズルはなし

ですよ。 （高崎直樹）

メールアドレスの検索サービス

j http://bigfoot.com/

個人的にメールアドレスを登録することが
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●ホームページは出版物ではないし、プロバイダ

ーは出版社ではない。日本のホームページに日本

の法律を適用するのはかまわないが、ホームペー

ジの法律上の扱いをはっきりさせることとホーム

ページはプロバイダーから完全に独立したもので

プロバイダーは自社会員のホームページの内容

に責任をとる必要がないことは明示されるべき

である。 （32歳、フリーライター）

●若年層のユーザーにアクセスできないようにす

るなどの配慮をすれば問題ないと思う。コンビニ

や書店で未成年にもわいせつな書物が購入でき

ることを問題としないで、インターネット上の映

像のみを規制の対象とするのは筋が通らない。

（23歳、学生）

●個人で楽しむのであれば規制は必要ないと

思う。ただし、わいせつ画像が反乱しすぎて

いることも確かだと思う。 （30歳、会社員）

●仮に取り締まるとしてもプロバイダーを規制

するのはまさしく言論統制であり、時代に逆行

する。わいせつ論争は警察と発表する個人との

問題である。 （53歳、会社員）

●ホームページ自体は日本国内向けのみに開

設されていない以上、そのデータがわいせつか

どうかの判断は世界中の一番規制のゆるいも

のが判断材料とされるべきだ。

（35歳、会社員）

●放送や出版もそうだけど、上からの規制と自

らの規制は違うと思う。それこそ時間帯を決め

て、画像を差し替えれば問題はなくなるのでし

ょうか？ （23歳、学生）

●完全に取り締まることは不可能だと思いま

す。 （31歳、主婦）

●本人の自由意志でアクセスしているかぎり、

わいせつ画像を見る/見ないは当人の自由意志

だ。子供に見せたくないのならば、それは各端

末で処理すべき問題だ。

（24歳、ソフトウェア技術者）

●もし逮捕された彼のホームページがアメリカ

のサーバー上にあったら警察はどうしたのだろ

うか？日本人向けにわいせつ画像を販売する

サーバーや、賭博を提供するサーバーが存在

するが。サーバーが国内にないというだけで大

手をふって営業しているのをどう感じているの

かぜひ聞いてみたい。 （32歳、

INTERNET magazine 1996/6 301

We Love Internet-People

次のテーマ●在日米軍は必要だと思いますか？

●だれでも気軽にアクセスできるってことは子

供から大人までどのような人が見るかわからな

い、すなわち、そこら辺の道にわいせつな看板

を立てるようなもの。それが小学校や幼稚園の

目の前でもおかまいなしに、そんなことが許さ

れるだろうか？インターネットを単なるパソコン

通信と考えず、公共の道路と考えてほしい。

その道路に看板が立っているが、これがホーム

ページである。このように考えるとわいせつ画像

は取り締まるべきである。 （30歳、会社員）

●インターネットと言えども社会の一部なのだ

から社会のルールには従うべきであるとは思う。

が、インターネットのしくみ上、このような問題

はもはや国内法では処理できない、国際法で処

理すべき問題であると思う。そのことを踏まえ

たうえで、わいせつ物を無制限に認めるような

国は少数であることからみても、ある程度規制

されるのは当然だと思う。もし、規制しないよ

うにするのであれば、少なくとも国内法を改正

して、さらに海外からのアクセスを規制しない

と筋が通らないのではないか。（22歳、大学生）

●imano yononaka jyouhou ga attewaikenai

monomade tobikatteirunodewa naidarouka

（20歳、senmon gakusei）

●インターネットは雑誌などと同じく誰の目に

も触れる可能性のあるメディア。雑誌でも内容

にちょっと問題あり系はビニールを被せて店頭

に並べられている。インターネットのホームペー

ジにもビニールが必要と考えます。

（44歳、TVディレクター）

●ホームページの内容は個人の自由であると同

時に、内容が法や道徳に抵触すれば取り締ま

られるものだと思います。極言すれば「法を犯す

のも個人の自由」ということです（少し意味は

違いますが）。ワイセツ画像を流した者は取り

締まられるべきですが、単なる回線提供者であ

るプロバイダーにその責はないと考えます。見

たくない人あるいは見せてはいけない人への配

慮が必要だと思います。 （32歳、銀行員）

●ホームページでも通常の法律で裁かれるべき

ものである。よく、言論の自由や検閲の問題と

一緒に議論されるが、それは手段の問題であり、

結果の正当性を主張できるものではない。たとえ

ば、郵便で麻薬を送ったとき、郵便を開封するこ

とは通信の自由を侵すがだれも麻薬そのものや

麻薬の郵送を取り締まるべきではないとは言わ

ないだろう。つまり、取り締まりの手段が問題な

のであり取り締まりそのものが問題なわけではな

い。もっとも、ポルノは取り締まりそのものに問題

はあるが、それは別次元の問題。（33歳、会社員）

NO
77％

YES
21％

無効票
2％

YES 賛成意見から

反対意見から NO

T h i n k i n g !
インターネットマガジン世論調査

jhttp://home.impress.co.jp/magazine/inetmag/yes-no/

2月の結果報告

テーマ●ホームページのわいせつ画像は取り締まるべきか？

インプレスのWWWサーバーではさまざまな社会問題についてより多くの人の意見を聞い

てみたいという趣旨のもと、世論調査を実施しています。このコーナーでは寄せられた意

見の一部を紹介します。このほかの意見はインターネットでご覧ください。
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